
心の豊かさを感動体験で
標津町エコ・ツーリズム交流推進協議会

「
ほ
ん
も
の
」の「
価
値
」が
そ
こ
に
あ
る

知
床
し
べ
つ
町
　

小
さ
い
町
の
大
き
な
挑
戦

オピニオン

平
和
教
育
、
防
災
学
習
、
人
権
学
習

命
を
守
る
教
育
が
不
可
欠
　
　
　
　

担当　楠田・武井　　　　　　　　　　　　　　　　

体験村・たのはた教育旅行受入協議会　　　
ＮＰＯ法人　体験村・たのはたネットワーク

被
災
地
だ
か
ら「
私
た
ち
に
は
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
」が
あ
り
ま
す

大
震
災
体
験
の
伝
承
・
復
興
へ
の
歩
み
・
生
き
抜
く
力

ふるさと体験学習協会

優
し
さ
と
逞
し
さ
、心
の
豊
か
さ
を
感
動
体
験
で

酪
農
王
国
で
本
場
の
酪
農
体
験

郷
土
料
理
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
夕
食

食
へ
の
理
解
を
深
め
る
新
巻
鮭
作
り
体
験

北
方
領
土
ク
ル
ー
ズ

北
方
領
土
・
国
後
島
の
沿
岸
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知
床
の
自
然
環
境
・
産
業

・
食
・
平
和
学
習

　
世
界
自
然
遺
産
知
床
の
南

に
位
置
す
る
当
地
は
、
海
・

山
・
川
・
大
平
原
の
恵
み
が

集
ま
る
、
小
さ
な
北
海
道
と

も
称
さ
れ
る
町
で
す
。
北
は

秘
境
、
知
床
国
立
公
園
の
山

々
が
連
な
り
、
東
の
海
岸
か

ら
北
方
領
土
の
国
後
島
を
望

み
、
内
陸
に
は
ミ
ル
ク
の
里

の
雄
大
な
牧
草
地
群
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
資
源

の
他
、
国
内
屈
指
の
漁
獲
を

誇
る
秋
鮭
な
ど
の
漁
業
資
源

や
、
広
大
な
牧
草
地
で
２
万

頭
以
上
の
乳
牛
に
よ
り
牛
乳

を
出
荷
す
る
酪
農
業
の
基
幹

産
業
を
活
用
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
中
心
に
地
域
の
人

々
が
関
わ
り
、
交
流
す
る
豊

富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
食
へ
の
理
解
を
深
め
る

　
国
内
初
と
な
る
食
の
安
全

・
安
心
供
給
シ
ス
テ
ム
を
水

産
業
に
お
け
る
「
地
域
ハ
サ

ッ
プ
」
生
産
活
動
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
化
し
、
学
習
素
材
と
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。
食
中

毒
な
ど
食
の
安
全
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
中
、
高
度
な
衛

生
管
理
で
取
り
扱
う
「
ハ
サ

ッ
プ
手
法
」
を
、
当
地
で
は

イ
ク
ラ
や
新
巻
鮭
作
り
・
ホ

タ
テ
貝
の
貝
剥
き
体
験
な
ど

を
通
し
、
学
び
を
深
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
酪
農
が
盛
ん
な
根
釧
地
域

で
は
、
地
域
の
連
携
に
よ
る

農
家
民
泊
の
受
け
入
れ
（


軒
、

人
＝
別
海
町
と
の
広

域
連
携
）
か
ら
、
農
業
の
誇

り
や
労
働
の
大
変
さ
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
汗
し
て
学

び
、
収
穫
の
喜
び
を
共
有
す

る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
生
産
の
苦
労
か
ら
命
を

育
む
食
の
有
難
さ
、
農
業
の

重
要
さ
が
理
解
で
き
た
と
大

き
な
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
和
学
習
　
北
方
領
土
を

考
え
る

　
終
戦
の
後
、
旧
ソ
連
軍
が

千
島
列
島
を
侵
攻
し
、
北
海

道
間
近
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら
す

日
本
人
全
て
が
故
郷
を
追
わ

れ
た
史
実
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
国

内
的
な
現
状
で
す
。
島
に
暮

ら
し
た
元
島
民
の
高
齢
化
に

伴
い
、
そ
の
真
実
を
直
接
聞

く
チ
ャ
ン
ス
も
年
々
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
日

本
に
も
戦
争
の
影
が
見
え
隠

れ
す
る
昨
今
、
今
一
度
戦
争

を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
、

平
和
を
考
え
る
機
会
と
素
材

は
、
日
本
の
領
土
が
間
近
に

見
え
る
当
地
な
ら
で
は
の
平

和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
交
流
が
育
む
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム

　
標
津
町
で
は
、
自
然
・
産

業
・
歴
史
・
平
和
を
題
材
と

し
た
「
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

交
流
」
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
従
来
の
有
名
観
光
地

を
巡
る
だ
け
の
修
学
旅
行
で

は
な
く
、
地
元
住
民
と
の
交

流
・
体
験
か
ら
、
感
動
を
共

有
し
ま
す
。

　
来
訪
者
か
ら
は
、
北
海
道

ら
し
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

充
実
し
て
い
る
と
の
評
価
を

い
た
だ
き
、
遠
く
か
ら
は
京

都
、
大
阪
、
東
京
、
滋
賀
、

神
奈
川
な
ど
全
国
各
地
か
ら

修
学
旅
行
の
皆
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
対
応

　
受
け
入
れ
の
対
応
は
地
域

の
各
分
野
の
い
わ
ゆ
る
「
名

人
」
が
事
前
に
安
全
対
策
な

ど
を
学
び
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
の
資
質
を
兼
ね
備

え
た
方
々
が
中
心
と
な
り
体

験
活
動
を
先
導
し
ま
す
。

　
ま
た
小
さ
な
町
の
弱
み
で

も
あ
る
、
大
規
模
な
宿
泊
施

設
が
な
い
な
ど
不
利
な
点
も

あ
り
ま
し
た
が
、
小
さ
な
宿

な
ら
で
は
の
も
て
な
し
を
目

指
し
、
心
の
こ
も
っ
た
地
場

産
品
活
用
メ
ニ
ュ
ー
や
体
験

交
流
食
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
、
生
徒

の
皆
さ
ん
や
先
生
に
も
「
田

舎
の
親
戚
の
所
に
来
た
み
た

い
！
」
と
大
変
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。

　
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
け
れ
ば
、目
的
や
日
程
、

人
員
な
ど
を
考
慮
し
た
企

画
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
提
案
か
ら
受
け
入
れ
ま

で
町
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
交

流
推
進
協
議
会
が
責
任
を
も

っ
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
戦
後

年
目
を
迎
え
た
。太
平
洋
戦
争
末
期
の
硫
黄
島
、

日
本
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
間
の
激
し
い
戦
闘
で
、
日
米
で

お
よ
そ
２
万
８
７
０
０
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
そ
の
硫
黄

島
の
戦
没
者
３
月

日
、
日
米
合
同
の
追
悼
式
が
行
わ
れ

た
。
一
方
で
ア
フ
リ
カ
や
中
東
で
は
戦
争
に
近
い
、
テ
ロ

や
紛
争
が
絶
え
ず
日
本
人
の
犠
牲
者
も
相
次
い
で
い
る
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
沖
縄
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

改
め
て
平
和
の
重
要
性
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

れ
は
同
時
に
平
和
学
習
の
重
要
性
で
も
あ
る
。
「
北
方
領

土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
す
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
や
看
板

を
目
に
す
る
が
、
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
が
進
む
中
に
あ
っ

て
、
現
実
的
な
動
き
が
必
要
に
な
る
。
国
後
島
が
間
近
に

見
え
る
北
海
道
標
津
町
で
は
、
墓
参
の
た
め
に
渡
航
が
許

さ
れ
た
元
島
民
の
方
の
体
験
講
話
が
聴
け
る
。

　
平
和
学
習
は
戦
争
だ
け
で
は
な
い
。
北
海
道
南
西
沖
地

震
か
ら

年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

年
、
新
潟
県
中

越
地
震
か
ら
７
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
、
伊
豆
大

島
の
台
風
、
広
島
市
安
佐
南
区
の
大
雨
洪
水
な
ど
多
く
の

犠
牲
者
が
出
て
い
る
。
火
山
、
地
震
、
台
風
、
津
波
、
大

雨
、
豪
雪
が
来
る
日
本
で
は
、
防
災
意
識
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
命
を
守
る
と
い
う
意
味
で
は
、
震
災
防
災

学
習
が
次
な
る
平
和
学
習
で
あ
る
。
震
災
被
災
地
で
あ
る

久
慈
市
や
田
野
畑
村
、
南
海
ト
ラ
フ
に
備
え
る
南
紀
州
な

ど
、い
ず
れ
の
地
域
で
も
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
一
時
避
難

場
所
な
ど
の
安
全
対
策
と
危
機
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
過
日
は
、

歳
の
少
年
が

、

際
の
少
年
に
殺
害
さ

れ
た
。
以
前
に
も
、
昨

年
に
は

歳
の
少
女
が

同
級
生
に
殺
害
さ
れ
解

体
ま
で
に
及
ん
で
い

る
。
い
じ
め
、
暴
力
、
不
登
校
の
先
に
犯
罪
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
便
利
な
文
明
機

器
が
人
間
関
係
構
築
の
た
め
な
ら
ず
、
誹
謗
中
傷
、
い
じ

め
、
盗
撮
か
ら
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
電

車
の
車
中
で
も
、
歩
き
な
が
ら
も
、
自
転
車
に
乗
り
な
が

ら
も
、
何
か
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
よ
う
な
姿
が
人
間
ら

し
く
見
え
な
い
。
ゲ
ー
ム
な
ど
の
疑
似
体
験
が
蔓
延
し
て

お
り
、
そ
ん
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
教
育
が
あ
る
。

ほ
ん
も
の
の
体
験
交
流
を
通
じ
て
、
日
本
の
豊
か
な
命
を

育
む
自
然
と
動
植
物
、
命
の
尊
厳
を
学
び
た
い
。

　
食
糧
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）が

％
と
な
る
中
、

農
山
漁
村
の
暮
ら
し
と
生
業
そ
し
て
「
食
」
生
産
現
場
の

価
値
と
重
要
性
、
労
働
の
意
味
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

な
る
。
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
和
食
が
田
舎

な
ら
で
は
の
郷
土
料
理
で
あ
り
、そ
の
ま
ま
食
育
で
あ
る
。

農
山
漁
村
の
民
家
に
泊
ま
る
「
民
泊
」
は
そ
れ
ら
の
体
験

が
可
能
な
上
に
、
生
の
人
と
人
が
交
流
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
か
ら
、
人
間
関
係
構
築
能
力
が
高
ま

り
、
体
験
か
ら
自
信
と
た
く
ま
し
さ
と
優
し
さ
、
そ
し
て

「
心
の
豊
か
さ
」
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
掲
載
の
各
地
は
そ
の
理
念
を
共
有
す
る
「
全
国
ほ
ん
も

の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
員
で
あ
り
、
貴
校
の
修
学
旅

行
や
あ
ら
ゆ
る
学
校
行
事
に
活
用
を
願
う
も
の
で
す
。

　
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
　
　
　

　
（
体
験
教
育
企
画
　
代
表
取
締
役
）
藤
澤
安
良

人
気
の
サ
ッ
パ
船
に
よ
る
漁
業
体
験
の
現
場

復旧再開したホテル羅賀荘

復元された体験施設
「机浜番屋群」
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語り部」ガイド
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岩
手
県
田
野
畑
村
は
、
三

陸
復
興
国
立
公
園
の
北
部
に

位
置
し
、
「
日
本
一
の
海
岸

美
」と
称
さ
れ
る「
北
山
崎
」

な
ど
恵
ま
れ
た
景
観
の
中
に

住
民
が
漁
業
や
酪
農
を
営
む

人
口
４
千
人
弱
の
典
型
的
な

農
山
漁
村
で
す
。

　
平
成

年
３
月

日
に
村

を
襲
っ
た
大
津
波
は
、
住
み

慣
れ
た
家
、
船
や
漁
港
施
設

の
み
な
ら
ず
尊
い
人
命
を
も

奪
い
去
り
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
地
に
は
、
明
治
や
昭
和

の
大
津
波
が
教
訓
と
し
て
地

域
の
人
々
の
中
で
語
り
継
が

れ
て
お
り
、
日
常
の
防
災
教

育
や
避
難
訓
練
に
よ
り
人
的

な
被
害
を
最
少
限
に
止
め
た

こ
と
も
事
実
で
し
た
。

　
悲
惨
な
現
実
や
そ
の
後
の

不
自
由
な
生
活
を
乗
り
越
え

て
、
生
業
の
再
興
や
復
興
へ

と
歩
む
た
く
ま
し
い
住
民
の

姿
は
、
訪
れ
る
生
徒
た
ち
の

目
に
ど
の
よ
う
に
焼
き
付

き
、
感
性
や
心
情
に
響
い
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
個
人

と
し
て
「
生
き
る

力
」を
身
に
つ
け
、

他
の
人
や
社
会
と

「
心
の
絆
」
で
つ

な
が
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考

え
、
大
自
然
や
農

山
漁
村
の
真
の
豊
か
さ
を
五

感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

「
学
び
の
場
所
」
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

　
組
織
と
教
育
訓
練

　
「
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
組
織
と
し
て
問
い
合

わ
せ
や
手
配
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
を
図
り
、
田
野
畑
村
役

場
が
後
方
支
援
を
す
る
官
民

一
体
の
体
制
を
整
え
、
学
校

や
旅
行
会
社
の
皆
さ
ま
の
目

的
や
要
望
に
対
し
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
者
や

民
泊
家
庭
は
、
定
期
的
な
研

修
を
行
い
、
漁
船
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
海
上
保
安
庁

等
と
の
連
携
訓
練
を
実
施
す

る
な
ど
安
全
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
民
泊
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

　
被
災
後
も
漁
家
や
農
家
を

中
心
に

軒
の
受
け
入
れ
家

庭
が
あ
り
、
約
３
０
０
人
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
が
可
能

で
す
。

　
宿
泊
ホ
テ
ル
が
復
旧
再
開

　
３
５
０
人
の
収
容
能
力
を

持
つ
「
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
」
は

被
災
後
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
。
津
波
へ
の
新
た
な

安
全
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
セ
レ
モ
ニ
ー
や
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
多
目
的
な
活

用
が
可
能
な
屋
内
交
流
セ
ン

タ
ー
も
ホ
テ
ル
に
隣
接
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
宿
を
出

る
と
直
ぐ
に
体
験
現
場
と
い

う
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

あ
り
、
滞
在
中
に
効
率
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
■
お
奨
め
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ

　
津
波
被
災
か
ら
即
座
に
再

開
し
、
今
や
地
域
観
光
の
復

興
の
大
き
な
牽
引
力
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
す
。
漁
に
使
う

小
型
漁
船
（
サ
ッ
パ
船
）
に

乗
り
、
断
崖
直
下
や
岩
礁
の

間
を
縫
う
よ
う
に
航
行
す
る

漁
師
の
勇
姿
に
気
迫
を
感
じ

ま
す
。
洋
上
や
漁
港
で
の
体

験
は
、
漁
業
の
厳
し
さ
や
漁

師
の
知
恵
を
伝
え
ま
す
。

　
漁
師
の
番
屋
が
復
元

　
漁
業
体
験
施
設
「
机
浜
番

屋
群
」
が
復
元
さ
れ
、
季
節

の
生
業
や
作
業
体
験
、
漁
師

料
理
体
験
、
塩
づ
く
り
体
験

な
ど
、
地
元
漁
師
や
お
か
あ

ち
ゃ
ん
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
大
津
波
体
験
語
り
部
、
震

災
遺
構

　
大
震
災
で
被
災
し
た
住
民

自
ら
が
、
津
波
の
脅
威
、
当

時
の
記
憶
や
行
動
、
絆
の
あ

り
が
た
さ
な
ど
に
つ
い
て
現

地
を
案
内
し
な
が
ら
語
り
ま

す
。
宿
で
の
「
語
り
部
」
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

も
対
応
可
能
で
す
。
津
波
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
被
害
の
悲
惨

さ
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
伝
承
す

る
た
め
、
被
災
し
た
防
潮
堤

の
「
震
災
遺
構
」
保
存
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
漁
師
の
小
型
漁
船
「
サ
ッ
パ
船
ク
ル
ー
ズ
」

大きな感動を受けた民泊での触れ合い

森
か
ら
学
ぶ
林
業
体
験

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

フ
ォ
レ
ス
ト
ボ
ー
ド

日
本
で
唯
一
の
琥
珀
採
掘
体
験
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久
慈
市
は
北
上
山
系
の
北

東
部
に
位
置
し
、
三
陸
復
興

国
立
公
園
と
久
慈
平
庭
県
立

自
然
公
園
に
囲
ま
れ
た
、
海

の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た

風
光
明
媚
な
ま
ち
で
す
。
広

大
な
海
と
自
然
豊
か
な
山

々
、
日
本
短
角
牛
、
豊
か
な

伝
統
食
文
化
、
木
炭
生
産
、

心
の
通
う
民
泊
な
ど
、
豊
か

な
自
然
環
境
と
素
朴
な
生
活

文
化
、
温
か
な
人
々
の
い
る

久
慈
市
は
、
山
・
里
・
海
の

全
て
の
体
験
を
堪
能
で
き
ま

す
。

　
平
成

年
度
か
ら
受
け
入

れ
を
始
め
た
久

慈
市
も
、
東
日

本
大
震
災
に
よ

る
津
波
で
沿
岸

部
が
被
災
し
ま
し
た
。
今
で

は
復
興
が
進
み
、
街
の
様
子

も
震
災
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
復
興
の
歩
み

を
伝
え
る「
震
災
学
習
列
車
」

（
三
陸
鉄
道
）
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の

受
け
入
れ
の
中
で
、
生
徒
の

皆
さ
ん
た
ち
か
ら
私
た
ち
が

学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
、
私

た
ち
に
と
っ
て
は
何
で
も
な

い
日
常
の
体
験
で
感
動
し
て

く
れ
る
姿
を
見
て
活
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
山
で
は
、
学
校
に
森
を
丸

ご
と
貸
し
て
い
ま
す
。
「
学

校
の
森
」
と
設
定
し
、
自
由

な
発
想
で
、
学
校
独
自
の
森

を
創
り
ま
す
。
森
を
創
り
、

学
び
、
守
り
、
遊
び
、
授
か

り
、
実
に
多
く
の
こ
と
を
森

は
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
里
で
は
、
日
本
唯
一
の
琥

珀
博
物
館
で
、
琥
珀
の
採
掘

体
験
が
で
き
ま
す
。
恐
竜
の

化
石
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
８
５
０
０
万
年
前
の
地

層
か
ら
、
自
分
自
身
の
手
で

琥
珀
を
採
掘
し
、
出
て
き
た

琥
珀
は
お
土
産
と
し
て
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
海
で
は
、
地
元
漁
師
の
小

型
漁
船
「
サ
ッ
パ
船
」
に
乗

り
込
み
、
太
平
洋
に
繰
り
出

す
「
サ
ッ
パ
船
ク
ル
ー
ズ
」

や
、
「
刺
し
網
漁
」
な
ど
を

体
験
す
る
漁
師
体
験
が

で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
人
気

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
農

林
漁
家
民
泊
」
で
す
。

農
家
、
漁
家
の
家
庭
に

民
泊
し
、
地
元
の
方
々

と
触
れ
合
い
ま
す
。
都
会
の

喧
騒
か
ら
離
れ
、
川
や
波
の

音
に
癒
さ
れ
、
満
天
の
星
空

を
見
て
驚
き
、
民
泊
先
の
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
優
し

さ
に
触
れ
て
い
る
う
ち
に
、

生
徒
の
表
情
が
変
わ
っ
て
い

く
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
食
わ
ず
嫌
い
を
し
て
い
た

生
徒
が
、
民
泊
を
機
に
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

学
校
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
民

泊
家
庭
の
方
々
と
連
絡
を
取

っ
て
交
流
し
て
い
た
り
…
。

普
段
の
生
活
で
は
決
し
て
で

き
な
い
体
験
が
、
久
慈
市
の

民
泊
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
山
で
の
民
泊
は

軒

２
０
０
人
、
海
で
の
民
泊
は


軒
１
０
０
人
の
受
け
入
れ

が
可
能
で
す
。

　
大
事
な
生
徒
を
預
か
る
た

め
に
、
久
慈
市
の
体
験
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
安
全
研
修

を
受
け
、
日
々
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
ご
要
望
に
対
応
い
た

し
ま
す
。
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